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中国北西部のタクラマカン沙漠における沙漠化の研究

吉野正敏
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1 まえがき

中国では，「沙漠および沙漠化地域とは全地域

の5バーセント以上が沙淡様の地表で覆われたと

ころ」と定義する。この定義によると，沙漠化地

域は 176,000k面に達する。 さらに沙漠化の恐れ

がある地域は 158,000km2に及び合計すると

334,000km2に及ぶ。

「沙漠化は複数のある自然因子の下に人間活動

によって引き起こされる過程である。中国の北西

部の乾燥・半乾燥地域におけるこれらの主要な因

子は，面栢の広い順に次の通りである (Zhu,

1990)。すなわち，過剰燃料の採取 (31.8%），過

放牧 (28.3%），過耕作 (25.4%），水資源の間違っ

た利用 (8.3%），砂丘の進入 (5.5%），都市化・

工業化・道路建設に伴う植生破壊 (0.7%）であ

る。過剰な燃料の収集・放牧・耕作などはいずれ

も人口の増加にともなって生じる必要不可欠な生

活活動であり，生産活動であるところが問題点で

ある。

したがって乾燥した年には湿潤な年より沙漠化

の進行がはげしい。最近では，例えば 1960,1962, 

1972, 1975, 1980年などはひどい干ばつで，農民

は耕地を放棄しなければならなかった。放棄され

た農地は風食の被害を受け，沙漠化する。

このような沙漠化過程における人間活動の役割

をより定星的に考察するため，図 1に示すタクラ
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皿 オアシスにおける農家経営の実態

1. 耕作

2. 燃料

3. 耕地灌漑率

IV 沙漠化と人間活動

V あとがき

マカン沙漠において，例としてタクラマカン沙淡

の南縁の和田 ・策勒地域北縁ではア クスとコル

ラ，西縁ではカシュを選び，現地における農家か

らの聞きとりを主体とし，また統計資料を収集し

て研究を試みた。この地域を選んだ理由は，次の

通りである。すなわち，（a) ウルムチからのアク

セスがよい。 (b) タクラマカン沙漠は特に乾燥の

度合がひどい地域で沙漠化がひどい（吉野，

1997)。（C) 策勒には中国科学院生物土壌沙漠研

究所の実験姑があり，これまでの研究成果があ

る。（d) アクスや和田その他には国家気象局の観

測所があり長期間の気候資料がある。（e) 科学技

術庁の振興調整既による 「砂淡化機構の解明に関

する日中共同研究」により多数の分野の研究がこ

の地域で行われた。以上が，この地域を選んだ理
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図1 中国北西部の乾燥地域タクラマカン沙漠の研究地域。



中国北西部のタクラマカン沙漠における沙漠化の研究

写真l トルファン盆地の砂沙漠 （ゴビ） （1990年8月，吉野写）

9ゑ 勺一炉
~ - ..:. 

写真2 ウィグル族の農家でのききとり風景。客間にあがり， 客人としてもてなされて

いる。左が農民中央は有薗，右は藤田の両教授 (1993年8月， 吉野写）

由である。写真 lは礫沙漠の 1例をしめす。写真

2はウィグル族の農家におけるききとり風景であ

る。 1軒の農家で2~3時間をかけた。

世界の沙漠化に関する研究は多い。最近の Ip 

CCのレポート (LeHouerou, 1995)においても

理学 ・工学 ・農学 ・医学な どの面からの研究成果

が多数紹介されている。また， タクラマカン沙漠

についても中国の研究者の成果は非常に多く，多

方面からの成果がすでに刊行されている。

例えば，最近の成書としては夏その他 (1991),

Xia et al. (1993)がある。 しかしながら，人間活

動とのかかわりを扱った論文は少なく，定量的な

解析はほとんど行われていない。上述の IPC C 

レポートでも農業工学の技術的な研究成果が主

で，農家経済・土地利用 ・観光開発などについて

の成果は少ない。そこで，人間活動とのかかわり

を明らかにすることを試みた。すでに，その 1部

は公刊した（吉野， 1997）。本稿は， これまでに

行った研究のうち，沙漠化の過程にかかわる人間

社会の問題を中心にまとめたものである。
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II 調査地域

1. 乾燥状態

タクラマカン沙漠はタリム盆地 (8.4X105kmり

の中の約39％を占める。周縁の山地はタリム盆地

の38%，山地と沙漠の中間の平原と呼ぶ部分は

23％に過ぎない。

タクラマカン沙漠の気候環境についてはすでに

たくさんの記述がある。特にその乾燥の程度は，

ソーンスウェイトの水収支の計算法 (Thornth-

waite, 1948) によって， 年水不足量を求めると

750mm以上に達する。その地域は中国北西部に

タクラマカン沙漠を中心とした範囲に拡がってい

る (Yoshinoet al., 1982)。また，ケッペンの気候

分類法による B気候 (BW+BS気候）の出現頻

度， 100%（すなわち毎年必ずB気候） の地域が，

やはりタクラマカン沙漠を中心にして分布し，上

記の年水不足定量が 500mm以上の地域とほぼ一

致している (Yoshino et al., 1981)。 また， 臥

(1986)は，乾燥指数 (K=0.16エt10/r10,ただし，
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図2沙漢とオアシスの気温日変化型の比較 (Duet al. 

1994による）

r10 は日平均気温~ 10° Cの期間の合計降水量， エ
t10は同期間の積算気温）の分布を示した。その結

果タクラマカン沙漠の内部は 64以上，周縁でも

32~64で，極端な乾燥状態を示す。局地的なトル

ファン盆地を除くと，広大な面積でこれほどの乾

燥を示す地域は他にない。

図2にはオアシスとその周辺の沙漠における気

温日変化型を比較した結果 (Duet al., 1994)を示

す。沙漠では 6月に日平均気温34.3°Cだが， オ

アシス内は 33.2°Cでしかも最低気温， 最高気温

の出現時刻は遅れる。冬にはオアシス内の遅れは

明らかで，オアシス内では沙漠の厳しい気候がや

わらげられていることがわかる。

2. 土地利用のむかしと今

和田地区の農業形態の 1956年における調査

（中国科学院民族研究所新彊調査組， 1984)による

と， コムギ， トウモロコシ， ワタ，アプラナ， コ

メ，ハダカムギ， ヒエ，コウリャン，マメ類など

十数種類を作っていた。その中でも最初の 3作物

が主である。播種量と収穫量は， 1956年ごろ，コ

ムギ 18斤／ムーと 145斤／ムー， トウモロコシ

18斤 ／ムーと 192斤／ムー， ワタ 8斤／ムーと

56斤／ムー（皮綿）であった。ただし， lムーは

6.6667a,すなわち 15ムー＝ 1ha, 1斤は 0.5kg,

したがって， l斤／ムーは 0.15t/haである。

その後，栽培技術の進歩によって，和田地区全

体で 1990年の統計では，播種面積はコムギが

107.09ムー， トウモロコシが 97.40ムー，ワタが

40.78ムーであり，総生産量はコムギが263.229

t, トウモロコシが477.223t, ワタが 25.195tで

あった（新弧地理学会， 1993)。

1949年ごろ，和田地区の面積は 1.850,000ムー

で一人平均の耕地面積は 2.5ムーであった。1950

年代の半ばには耕地面積は 2,434,878ムーとなっ

た。人口は 651,521である。従って一人平均の耕

地面積は3.7ムーである。ただし，解放前は貧農

と富農 ・地主との格差は非常に大きく 10倍にも

逹した（新彊農業地理編写組， 1981)。1976年には

耕地面栢2,893,000ムー．人口は 1,068,000と

なった。耕地面積はこの 30年間に和田地区では

56.4％増加した。しかし．人口は68.2％増加した
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ので，結果として一人当りの耕地面積は 2.6ムー

に減少した。

3. 貧困県

貧困県の一例として南縁の策勒（チーラ）県の

場合を紹介したい。策勒は東経 80度03分～82度

10分，北緯 35度 17分～39度 30分の範囲に拡が

り，海抜高度はタクラマカン沙漠の約 1,050mか

ら毘裔山脈の氷河がかかる 6,810mに及ぶ。面積

は約3.22万km2である。1985年に人口は

103,600で， 23,967戸を数える。

年平均気温は 11.9° Cで， 1月の平均気温は一

15.8° C, 7月は＋25.1°C, 年降水量は長年の平

均で 34mm, 日照率は 61%で年日照時間は

2,867.2時間，無霜期間は 3月 20日から 10月 15

日である。策勒のオアシス南西部におけるバルハ

ン砂丘の移動について， 1951年から 88年まで測

定した結果（周ほか， 1990)，毎年平均5~16m東

南東方向に移動し，最も大きい値を示す位置では

40mにも達することがわかった。しかし，その方

向の安定度は年平均で47％に達し，平均方向から

のふれが大きい。

策勒県における 1980年から 1987年に至る 8年

間の農業・工業の総生産額は 2,501万元から

4,493万元になった。 79.6％の成長率で，年率で

は8.7％となる。農業・工業のうち，農業総生産

は約88％をしめているから農業生産の成長率は

極めて高い。農民一人あたりの収入は，この 8年

間に 85元増加して年284元となった。別の報告

（中国科学院新彊生物土壌沙漠所， 1988) による

と，策勒郷人の 1987年の収入は 315元で， 1976 

年の 2.5倍になったという。しかしながら，策勒

県は中国国務院がきめた全国的にみた 11の貧困

県の一つてであり，新彊ウイグル自治区の 24の

貧困県の一つである。 1985年における年収 120元

以下の農民は 6,043戸， 24,570人， 150元以下が

616戸， 2,342人で，これは農牧民総人口の

30.1%，戸数で 29.7％である。これをみても，貧

困の程度が理解されよう。

ではこの貧困の原因は何であろうか。第一にあ

げなければならないのは水資源の不足である。地

表の水は 8河川， 13泉にわかれ，総水量 6.8億

面で絶対量が不足している上に河道が長く，水

量が細分され資源利用の立場から不利である。第

二の原因は悪い気候環境である。後でふれる春の

カラ・プラン，あるいは熱乾風（中国語では干熱

風という）は年に 21日を数え，春と夏に集中する

ので，コムギの栽培に重大な影響を与える。大風

の回数も多い。大風•砂あらしや，回数は少ない

が時おり発生する大雨がこの沙漠地域の悪条件を

さらに悪くする（吉野， 1992, 1994 ; Yoshino, 

1992)。農作物の被害が大で， ワタやトウモロコシ

に特に被害が大きい。また，大気中に細じん（細

かい砂）が浮遊するので光量が弱まる。

4. 沙漠化にかかわる諸現象

タクラマカン沙漠のオアシス全般に共通する

が，耕地，草場の不足，エネルギーの不足，農民

の科学技術の未発達人口増加の無計画土壌悪

化，衛生状態の不完全などがある。特に土壌悪化

はひど <,1980年における全県の塩類化面積は

40,669ムーで全耕地面積の 11.5％である。その

中，策勒郷鎮が 10,427ムー，達瑞溝（ダーマコ

ウ）郷は 1,108ムー， 固拉喰（グラハマ）郷は

5,500ムー，努体（ヌール）郷は 1.840ムーであ

る。これは，灌漑をし過ぎて地下水が上昇したた

めで近年特にいちじるしい。推定では， 1980年代

末，塩類化した耕地面積は 50,000ムーと言われ

る。

JII オアシスにおける農家経営の実態

1993年と 1994年に，農家で聞きとり調査を

行った。その結果をここにまとめておきたい。

1. 耕作

南縁のオアシスではウィグル族農民が 100%

で，家族構成は 8人が最高， 5人の場合が多い。北

縁では漢族の兵団としての新しい入植者も多い

が， ウィグル族農民からの聞きとりはアクスで 4

軒，カシュで 3軒において行った。

耕地面積は南縁では平均 8.7ムー農家であった

が，北縁では 2.5から約 110ムーと，ばらつきが

大きい。この 110ムーを除くと， 1農家あたりは

平均24.4ムーとなり，南縁のオアシスに比較し

- 4 -
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表 1 タクラマカン沙漠のオアシスにおける聞きとり農民の耕地面積と作物

ホータン（和田） 1 チーラ（策勒） 1コルラ（庫爾勒） 1アクス（阿克蘇）Iカシュ（喀什）

聞きとり家庭数

平均家族構成員数

平均耕地面積

栽培作物面積の順位
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

水稲
．．．．．．．．．．． 

小 麦
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

とうもろこし
........... 

ワタ
．．．．．．．．．．． 

果樹
........... 

その他

一
人

6

3

 
4
 

ゥ

2
~
31F 

：
プ

5 

8人

13.2ム

．
草
．
牧

2
i
3
-
4
~
1
. 

2

-
4
-
3
5
 

4 

6.0人

約40ム

一人

3

7

 
5
 
8.2ム

2
 

2

-
3
 

2
 

4
 

3
 

野菜 アプラナ， ヒマワリI コウリャン

て， 1農家あたりの耕作面積は約3倍も広い。 し

かし，西縁のオアシスのカシュでは 1農家あたり

8.2ムーで，南縁とほぼ同じである。なお，兵団の

漢民族の農民の耕地面積は 35ムーである。オア

シス別にまとめた耕地面積と作物の実情は表 1に

示す通りである（吉野ほか， 1994;1995a, b)。

栽培作物は北縁のオアシスでは水稲， ワタ，果

樹， コムギ， トウモロコシ，アプラナ， ヒマワリ

などが多い。表 lの下部にそれらの順位を示し

た。南縁ではワタ， コムギ， トウモロコシ， プド

ウ，果樹などが多く， ワタが第 1位ではない。南

縁では灌漑水が不充分なためと考えられる。それ

に対して北縁と西縁のオアシスではワタが第 1位

にくるのが対照的で，換金作物としてのワタの意

義が強く，これがオアシスにおける農民の経済状

態にも反映していると考えられる。

作期は， トウモロコシを 5月中旬～ 6月上旬に

コムギの条間に播く 。コムギを刈るときには 10~

20cmに成長している。9月下旬～11月上旬に収

穫する。冬コムギは 9月下旬～11月上旬に播く 。

春コムギは少ないが， 2月下旬～ 3月上旬に播く 。

いずれも 7月に収穫する。コメは 6月に直播す

る。和田では 10月上旬，コルラでは 10月中旬か

ら11月に収穫する。和田におけるコメの作期が

北縁や西縁に比較して最も短いが， これはやはり

水不足が原因であろう。そのためと思われるが，

コムギの作期が長くな っている。

- 5 

ワタは 4月初に播き， 9月上旬～11月上旬に収

穫する。種を播＜適期が他の作物より短いこと

は，水利用の面からは厳しい条件となる。

トウモロコシの収量は，条件の悪いところで

350~400kg/ムー， 普通は 500kg/ムーである。

コムギは400~500kg/ムー，ワタは 200~250

kg/ムーである。

2. 燃料

燃料利用に関しては現在，次の 3型態がある。

すなわち，（ i）沙漠からの薪や庭の枝やワラのみ

を使う， （ii)1部（冬）は石炭， 1部（夏）は薪

や庭の枝やワラを使う。(iii)夏冬とも石炭を使う

の 3型態である。沙漠から採取してくる場合はボ

写真3 和田付近で沙漠から燃料を採取して帰

る農民 (1993年月 4日．吉野撮影）
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プラ（胡揚）とタマリックスの根を掘ってくる。

写真3は沙漠から採取して来た燃料をロバ車でオ

アシスに運ぶところ。

燃料または建材としてのタマリ ックスの採取は

一般的にはオアシスから 1950年代にはロバ車で

1日，すなわち，数 km以内， 1960年代には 2日

となり 10~20km, 1970年代には 3~ 4日とな

り， 1980年代には 4~6日かけた。つまり 30~50

kmと言われている（劉・張， 1987)。今日，沙漠

における薪の伐採は沙漠化につながることを農民

もよく知っており，南縁のオアシスのある小隊で

は70％の人は沙漠へ採取には行かないと言う。し

かし，詳細な数字は不明である。

ロバ車で沙漠へ行く場合，南縁の農民はオアシ

スから 30kmまでの範囲へは日帰りが可能であ

る。1週間に 1回，夜 2時に出発して 18時頃帰

る。 1980年代前半，片道に数日をかけて，オアシ

スから約 135kmの地点まで行って伐採した例が

ある。この場合は，秋と冬 1回， 8~10家族が 1

団となって， lロバ車に 150~500kg（平均して

230kgと推定される）積んで帰った。和田河西岸

における薪の伐採量は最近では 2.6万トン1年と
推定されている。アクスのウィグル族農民も 1988

年以前にはタリム河の南と北側で， 1回に 6日間，

1年に6~7回の割で行ったという。伐採に行っ

て和田の人に会ったことがあると語った。別の農

民は 1989年以前には 200kmまで行ったことが

あると言う。

南縁の農家で石炭を使わない理由は「値段が高

くて購入できない」ことである。値段は 130~150

元／トン，粉炭は 80元／トンである。家族数にも

よるが， 1冬に 1~ 2トン使用する。現在，石炭だ
けで燃料をまかなっている農家数は南縁では全体

の 10％以下と推定される。しかし，北縁と西縁で

は夏は枝やワタのワラなどを使い，冬には石炭を

使う農家数はほぼ 100％に近い。沙漠へ年に 7~

10回行って石炭消費を少なくしている農家数は

約 20％である。すなわち，冬に石炭だけで燃料を

まかなっている農家数は北縁と西縁では約80%

で，南縁と大きな差がある。

表2は燃料に関する聞きとりの結果で，沙漠化

の大きな要因のひとつである燃料採取に関する実

態である。海烈提 (1989)によると，新彊の農村

におけるエネルギー資源の消費状態は，生物（す

なわち沙漠からの燃料収集）によるものが 70%,

石炭が 16%，石油が 12%，電力が 2％である。タ

表2 タクラマカン沙漠オアシスにおける聞きとり農家の燃料と収入

ホータン（和田） チーラ （策勒） コルラ（庫爾勒） アクス （阿克蘇） カシ （喀什）

聞きとり家庭数 6 5 2 4 3 

平均家族構成員数 4.3人 8人 4.5人 6.0人 5.7人

石炭を使う家庭数 4 (/ 5) 2 2 4 3 

平均石炭を使う量 lトン以上 1-2トン 1-2トン 2トン以上 500kg-2トン

近所の農家の石炭使用率 約50% 約10% 100% 100% 100% 

石炭を使用し始めた年 1983年 1985年 1980年代 70年代， 1917988年0年か．
89年から100%

沙漠へ採取に行く家庭数

゜
3 1 1 

゜沙漠へ採取に行く回数

゜
週 1-2回 年に 10回 年に 7回

゜沙漠へ採取に行く方式 夜沙漠22へ~30km以上 沙朝食漠後へ数ー十タ方km17以時上， 沙朝食漠後へ数ー十タ方km17以時上，2時ー14~18時

最も極端な場合 沙漠へ130km以上， 沙漠へ数十km以上，
沙族31家漠遥で膨へ問ゆ"以く1_0t 上0kか1m0-け以て15上，家， 

年家に7-10回， 数
13日ー15日かけて， 2-3日かけてゆく 族でゆく
8-10家族でゆく

農村総生産 （元） ／人 799 841 1,058 1,367 

- 6 -



法政地理 第 27号 1998年

クラマカン沙漠のオアシスでは，沙漠からの燃料

に頼る率はこの新彊平均の値より高いと推定され

るが，詳細は不明であ った。表 3によって，その

一端が明らかにされたと思う。

3 耕地灌漑率

タクラマカン沙漠の北縁と南縁における自然条

件の第2の大きな差は，利用できる水量の差に起

因する。その実態を量的に明らかにするため，図

3を画いた。この図に使用した数値は，中国科学

院塔克拉瑞干沙漠綜合考察隊 (1993)による刊行

物の表2. 14と表 2. 15の 「流域別の土地面積，

耕地面積灌漑面積現状供水量」から得た。横

軸には耕地率〔耕地面積／土地面積〕を，縦軸に

は耕地灌漑率〔灌漑面積／耕地面積〕をとり， タ

クラマカン沙漠の 11の流域についてプロットし，

両者の関係をみたものである。この図から明らか

になる事実は次の通りである。

(i) 一般的にみて耕地灌漑率は北縁では 90

~100％だが， 南縁では75~85％で，比較的小さ

い。この差は，気候・水など自然環境の地域差の

すべての反映で，南縁のオアシスでは悪条件であ

ることに起因すると考えられる。

(ii) 北縁における耕地灌漑率は， 耕地率が4

％付近で減少し始め， 4％を越えると激減し，

4.3％以上では耕地灌漑率は 90％以下で頭打ちに

なる。この曲線に示される事実は，将来，耕地面

積をいくら増加しても耕地灌漑率は大きくなりえ

ないことを意味している。また，耕地灌漑率率

90％から取り残された 10％の耕地は，沙漠化につ

ながることを意味する。

(iii) 南縁でも曲線が示す傾向は北縁と同じと

考えられるが，耕地率が2％以上で耕地灌漑率は

激減する。北縁が4％であったのに比較すると約

半分の閾値で， これは（ i)に述べた現状のひと

つの具体的な数値である。

(iv) 南縁において耕地灌漑率が激減するとき

の閾値は約80％で，これは北縁より約 10％低い

値である。この値は，北縁において耕地率が3%

以下の場合， 耕地灌漑率はほぼ 100％であるが，

南縁では，かなりの幅はあるが，耕地率約2％で

耕地灌漑率は 80~82％と図から読み取れる。すな

わち，北縁も南縁も両者の関係（傾向線の形）は

同じだが，南縁は閾値が小さい（傾向線の位置が

左下へ来ている）。これは非常に璽要なことであ

ると思われる。つまり，南縁のオアシスでは，耕

地率が2％より増すと， 20％以上の耕地は灌漑率

％ 
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図3 タクラマカン沙漠におけるオアシスの耕地率と耕

地潅漑率との関係（吉野ら， 1995, を1部修正）
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が激減し，沙漠化につながる。

IV 沙漠化と人間活動

以上に述べて来た聞きとりの結果統計資料の

整理などをふまえて， タクラマカン沙漠のオアシ

スにおける農業的土地利用からみた問題点をまと

めると図 4の通りになる。

オアシスの人口増加は，オアシスにおける都市

化 ・工業化による耕地面積の減少につながる。造

林面租は増加しても，沙漠化による耕地面積の減

少をさらに増幅させる。 一方，人口増加によって

食糧需要が増加し， これは農作物生産量の増加を

必要とする。そして耕地面積の拡大を必要とす

る。さらにこの過程は沙丘の侵入増加や，灌漑水

量の増加による水不足を招き，マイナスの要因と

して働く 。また農作物生産塁を増加させるには機

械耕作面稜の増加や化学肥料使用量の増加の方策

r--, 
L ..‘”““’し<c‘̀.. __, 
仁 ＇`い9心

大

II.面IIの汲少
， 

-- ---・ -J 

図4 オアシスの人口増加を出発点として塁業的土地利用か

ら沙漠化に関する諸現象の流れと問題点（吉野， 1997)

丁

'L
。》̀t5℃
 

t贔
{

]

-
‘

＄蝕‘檎ì̀ 
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写真4 トルファン市内の潅漑水路と胡楊。

(1990年8月吉野写）

面
1
函
＿

一入

一

ー侵＿

をとらねばならない。 この二つは収塁の増加には

なるが，土地の悪化をしばしばひき起すことに留

意せねばならない。写真 4は トルファン市内の灌

漑水路と胡楊の林である。水不足にともなって，

この水路に流される水の回数（量）は減ることに

なる。

他方，人口増加によって燃料需要量の増加が必

要となる。これは当然沙漠の植生を破壊するこ

とに連なる。そのため，石炭，さらに将来は石油

を使わねばなるまいが， これは大気汚染を増加す

るマイナス傾向になる。

高価な燃料を買うことができるように副業など

による牒家収入を増加せねばならない。換金作物

であるワタはより多量の水を必要とし，また食糧

生産面栢の減少をもたらす。例えば，タクラマカ

ン沙漠南縁のニヤ河流域の人口約300のカバクア

スカン村でも， 1991年から 1992年にかけてワタ

の作付面租は約 2.5倍になった（三井ほか，

1995）。 しかし， コムギの栽培面積は約半分にな

;¥i 
"" ‘̀ 
‘̀‘ ヽ、 ・" --，，.， 

』＇や` -
写真5 ウィグル族の農家。上は入口付近の縁

台。ちょっとした接客，午睡，仕事など

多目的に使用する。下は右具がロバ小

屋，左具が家畜小屋など，周囲はタマ

リックスの枝であんだ塀。
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り， トウモロコシも少なくなった。これらの関連

を総合的に量的に詳しく考慮に入れて，将来の方

策を検討しなければならない。沙漠植生にたよら

ない代替エネルギー資源の導入確立が急務で特

に， タクラマカン沙漠の南縁のオアシスではさし

迫った課題である。石炭を購入できる経済的基盤

を農民に与えることが当面は必要である。そのた

めにはじゅうたん織りなどの副業による農家収入 V あとがき

その 1例でかなりゆとりがある。蚕をかう部屋も

ある。ひつじも過放牧となれば沙漠化につながる

（写真6)が，例えば，じゅうたんの質（デザイン，

染料など）の向上，働き手の教育 ・指導，販売シ

ステムの確立などで， まだ収入向上の余地は充分

にあると考えられる。

の増加を政策として取り入れなければならないで

あろう。家族構成や農家の間取（有曲， 1994; 乾燥 ・高温，そして大風や砂あらしとまれに降

1995)からもこれが可能と考えられる。図 5は， る大雨になやまされながら，水を引いて，オアシ

スでは歴史時代を通じて人間生活が進展してき

L
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~' 
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溝 ・ため池 ・打地

図5 タクラマカン沙漠の南縁策勒郷テパエリク村の

ウィグル族の農民の家の間取りの例。（有薗， 1994

による）

写真6 策勒 （ムーラ）の北西方の沙漢化地域

にて，過放牧地の植生 (1993年 9月1

日， 吉野撮影）

た。最近，オアシスの中心部では都市化が進み，

人口が増加している。しかし，耕地率が北縁のオ

アシスでは 4%，南縁では 2％になると耕地灌漑

率は激減する。すなわち，耕地の拡大は用水量の

上限があるために限界がある。農民の収入の増加

が間接的には沙漠における燃料採取量を減少さ

せ，植生回復につながり，沙漠化を弱める。石油

開発によって，地元の諸産業が活発化することへ

の期待があるが，農民の生活全体への反映は少な

かろう。オアシスにおける農業的土地利用の長期

的な見通しの下に，根本的な計画が必要である。
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